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　夏休み、今年も７月 22 日から津波恒例の朝のラジオ体操が始まりました。

　児童数の関係で場所が渡海団地に変更となった今年のラジオ体操には、津波の就労センターの協力を得

て、センターに入所している方々も参加。また宮古、糸満から来ていた前田鐵憲さん孫たちの参加し 31

名の大所帯で賑やかな朝の時間となりました。　体操終了後には友だち同士で夏休みの宿題の確認をした

り、団地周辺のゴミ拾いをしたり有意義な時間を過ごしました。

　伊禮健校長先生や宮城裕司教頭先生も朝の時刻に合わせてきてくれることもあり、校長先生は「子ども

達が保護者や地域、そして就労センターの方々と一緒にラジオ体操をしている様子に感動を覚えました。

あらためて子ども達が地域で見守られ、育てられていることを感じ感謝で一杯です。」と思いを話してく

れました。

　26 日の最終日には吉田春子先生から手作りの参加賞と記念品が一人一人に渡され、毎朝、定刻と共に集

まり始まったラジオ体操は、天気にも恵まれ１日も休むことなく、無事に終了することができました。参

加した子ども達からは「７月から８月まで、みんなで出来てすごいと思った」、「後半はほとんどの人が参

加できてよかった」などの感想があがりました。

　今年は大人数のため、子ども達のやる気もいつも以上に見られました。５年間続けているこのラジオ体

操。健康維持、体力増進、人との交流のためにも来年以降も続けていって欲しいと思いました。

 
楽しい朝の時間♪ラジオ体操を通して交流

津波っ子、就労センターメンバー合同ラジオ体操




